
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年˜˜月™�日 月曜日 第œ š›号官 報

佐
野

史
郎

従
四
位
に
叙
す
る

櫻
井

清

舘
田

邦
男

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

菅
原

芳
弘

正
六
位
に
叙
す
る

安
藤

善
之

佐
藤

堅
一

眞
田

重
信

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

飯
倉

豊

板
野

忠
勝

坂
井

郡
二

（
広
島
県
警
視
）

堀
井

憲
治

吉
村

勇

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
三
日
）

大
野

邦
男

従
五
位
に
叙
す
る
（
十
月
二
十
四
日
）

恩
藤

勇

正
七
位

笹
崎

龍
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
五
日
）大

橋

巧

正
五
位
に
叙
す
る

永
山

良
一

従
五
位
に
叙
す
る

正
七
位

岡
本

誠

正
六
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
月
二
十
六
日
）

吉
本

秀
雄

米
山

治
通

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
七
日
）今

西

宏
之

正
五
位
に
叙
す
る

伊
藤

欽
也

従
五
位
に
叙
す
る

大
柳

正
廣

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
月
二
十
八
日
）

〇
叙
勲

上
原

正

大
網

正
雄

中
尾

元

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
十
八
日
）

青
木
四
郎
助

酒
井

久
夫

佐
子

太
一

南
雲

寅
雄

外
園

長
人

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
日
）

山
田

守

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
十
月
二
十
一
日
）

貴
志

治

佐
藤

五
郎

丹
野

泰
藏

戸
島

和
仁

藤
巻

伸
吾

前
迫

勇
雄

山
本

益
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
手

清
也

森
下

利
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
十
八
日
）

池
田
陽
一
郎

小
田

嘉
彦

堺

修
次

高
藤

圓

中
野

實

平
井

和
己

藤
井

正
之

山
下

浩

陸
田

敏
正

渡

良
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

齊
藤

實

藤

與
八

佐
藤

好
松

永
山

二
房

松
井

和
彦

松
川

惠
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
十
九
日
）

岩
本

利
一

小
澤

匡
之

木
村

滋

黒
岩

絹
子

榮

忠
宏

鈴
木

寛

高
崎

秀

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

垣
内

博

菊
池

一
夫

祐
川

光
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
日
）

小
田

信
一

鎌
田

昭
二

杉
森

弘
充

東
城

久
夫

廣
瀬

徹
治

藤
田

秀
人

松
村

稔

宮
城
小
太
郎

山
崎

幸
雄

若
松

和
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

石
田

義
博

一
ノ
瀬
庄
三

梅
木

義
晴

阪
野

吉
明

出
口

政
幸

豊
崎

治
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
一
日
）

瓦
田

恭
司

柴
山
英
一
郎

清
水

清
人

直
江

俊
一

永
島

勇
喜

野
末

英
明

矢
島

榮
子

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

柳
澤

由
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
月
二
十
二
日
）

菅
原

芳
弘

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

北
嶋

富
作

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

（
広
島
県
警
視
）

堀
井

憲
治

松
本

宅
司

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
二
十
三
日
）

大
野

邦
男

中
園

達
紀

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
四
日
）

石
渡

幸
男

恩
藤

勇

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
五
日
）

大
橋

巧

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

新
田

隆
信

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
月
二
十
六
日
）

吉
本

秀
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
十
月
二
十
七
日
）

伊
藤

欽
也

今
西

宏
之

岩
崎

敏

大
柳

正
廣

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
八
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
沖
縄
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
三
十
二
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
御
臨
席
、
併

せ
て
地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
十
一
月
十
七
日
午
前

九
時
三
十
一
分
御
出
門
、
同
県
へ
行
幸
啓
、
同
月
二
十
日

午
後
六
時
四
十
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
一
月
二
十
二
日
レ
バ
ノ
ン
国
の
独
立

記
念
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御

祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

産

業

日
本
工
業
規
格

日
本
工
業
標
準
調
査
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
平
成
2
4

年
1
1月

2
5日
に
下
記
の
日
本
工
業
規
格
を
制
定
し
た
の

で
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
第

1
6

条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
6
日経済
産
業
大
臣
枝
野
幸
男

国
土
交
通
大
臣
羽
田
雄
一
郎

記
制
定
さ
れ
た
日
本
工
業
規
格

地
理
情
報
`
Ｓ
Ｖ
Ｇ
に
基
づ
く
地
図
の
表

現
及
び
サ
ー
ビ
ス

Ｘ
7
1
9
7

（
内
容
省
略
）

備
考

内
容
は
、
日
本
工
業
標
準
調
査
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w
w
.jisc

.g
o
.jp
）
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
基
準
認
証
政
策
課
、
各
経
済
産
業
局
及
び

沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
並
び
に
国
土
交
通

省
住
宅
局
住
宅
生
産
課
に
お
い
て
も
閲
覧
に
供
す

る
。労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示

第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
6
日栃木
労
働
局
長
藤
井
敏
行

第
４
号
中
「
１
時
間
7
9
7円
」
を
「
１
時
間
8
0
2円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
4年

1
2月

3
1日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

東
京
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
（
平

成
2
0年
東
京
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号
）
の
全
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
6
日東京
労
働
局
長
伊
岐
典
子

東
京
都
鉄
鋼
業
最
低
賃
金

１
適
用
す
る
地
域
東
京
都
の
区
域

２
適
用
す
る
使
用
者
前
号
の
地
域
内
で
鉄
鋼
業
又
は

純
粋
持
株
会
社
（
管
理
す
る
全
子
会
社
を
通
じ
て
の
主

要
な
経
済
活
動
が
鉄
鋼
業
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。）を
営
む
使
用
者

３
適
用
す
る
労
働
者
前
号
の
使
用
者
に
使
用
さ
れ
る

労
働
者
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

\
1
8歳
未
満
又
は
6
5歳
以
上
の
者

]
雇
入
れ
後
１
年
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得

中
の
も
の

^
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る

者
４
前
号
の
労
働
者
に
係
る
最
低
賃
金
額
１
時
間

8
5
9

円
５
こ
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
賃
金
に
算
入
し
な
い
も
の

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
4年

1
2月

3
1日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

岡
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岡
山
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低

賃
金
（
平
成
2
0年
岡
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同

法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
6
日岡山
労
働
局
長
上
市
貞
満

第
４
号
中
「
１
時
間
7
4
7円
」
を
「
１
時
間
7
5
2円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
4年

1
2月

3
0日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

Ÿ
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